
焼津市スマートシティ推進協議会 会員募集方針（2024.11）

協議会会員は、正会員、パートナー会員に区分した上で、ともに定員上限を設けず、積
極的に募集を行います。

正会員

パートナー
会員

• 協議会運営に関する意思決定（総会での
議決権）

• ワーキンググループ設置の提案及びワーキング
グループでの主体的な事業推進

• 関連する企業、団体、住民等への広報・周
知 など

会員区分 想定している役割 募集対象

• 推進検討会メンバーか
ら継続関与

• 焼津市で事業等を実
施※し、スマートシティ
推進に関心のある市内
外の団体・企業

• スマートシティ推進に関
心のある市内外の団
体・企業

• ワーキンググループにおけ
る専門性のある市内外
の団体・企業

• 関連する企業、団体、住民等への広報・周
知

• ワーキンググループに参画し個別事業の推進
• 地域課題解決のためのソリューションの情報

提供 など

定員

上限なし
（積極募

集）

上限なし
（積極募

集）

その他

会費無し
※規約上は
「総会で定める
ことができる」

ー

※焼津市で事業等を実施（正会員としての入会基準）
①～④のいずれかに該当する団体・企業

① 市内に拠点がある（入会時点）
② 市と協定を締結している（入会時点）
③ 市発注委託事業等を受託している（入会時点）
④ 基準*を満たすワーキンググループ設置を想定した事業提

案があり、運営委員会で承認された団体・企業

＊基準
• 具体性：目的、課題が明確か。
• 実現可能性：具体的な技術やリソースの提案があるか。実現可能な提案か。
• 地域性、共助の視点：地域や関係団体、市民の協力が必要な提案か。
• 市民・地域への裨益：市民や地域社会にメリットが生じる提案か。
• 公益性：自社サービス・製品ありきになっていないか、単なる営業活動になっていないか。
• 持続可能性：行政予算ありきではなく、民間資金や自社資金、その他資金調達手段が

検討されているか。

規約上の記載

• 焼津市のＤＸ及びスマー
トシティ施策の方向性を踏
まえ、市と連携して市民の
困り事や地域課題の把握
に努め、解決策となるサー
ビス等の創出を主体的に
目指す団体及び企業

• 本会の目的に賛同する
正会員以外の団体及び
企業


